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１月の目標 

給食に感謝しよう 

丈夫な体を作ろう 

 

茨城県は，ねぎの生産量が全国第３

位です。県内ではおもに，坂東市，

境町，つくば市などで生産されてい

ます。化学肥料を減らして栽培され

ています。  また，十分に土を寄

せて太陽の光をさえぎることによ

り，白い部分が長くなり，柔らかい

ねぎが作られています。５月から２

月が旬の野菜ですが，一年を通して

食べることができます。 

学校給食は明治２２年に，食べるものに困っている子どもたちのために山形県の忠愛小学

校でお坊さんがおにぎりをだしたのが始まりです。戦争のため一時なくなりましたが昭和
２１年１２月２４日，ユニセフからミルクと小麦粉が送られ，一部地域で試験的に再開さ
れました。これを記念して毎年冬休みと重ならない１月２４日から一週間を「全国学校給

食週間」としました。 
今では栄養のバランスのとれた学校給食を食べられることが当たり前になっていますが，
感謝の気持ちを忘れずに，おいしくいただきましょう。 

 

 

 

外から帰ったら必ず手洗いとうがいを行いましょう。冬の寒い時期は水が冷たく

なり，手洗いがおろそかになりがちです。冬場の手洗いは，かぜやインフルエン

ザ，ノロウイルスの予防にも効果的ですのでしっかり行うようにしましょう。 

 

石けんでていねいに         のどの奥までしっかり 
    手を洗おう！         うがいをしよう！ 
 
 

おせち料理の由来について 
 

        
★黒豆は，まめで健康

に暮らせますように

という意味が込めら

れています。 

 

★田作りは，昔，いわ

しを田の肥料にして

いたことから，豊作を

もたらすという意味

があります。 

 

★海老は，腰が曲がる

まで長生きするよう

になど，長寿の意味が

あります。 

        
★数の子は，に

しんの卵巣。た

くさん卵がある

ので子孫繁栄の

意味がありま

す。 

 

あけましておめでとうございます。 
お正月は、新しい年が迎えられることに感謝し、そ
の年の豊作と家族の健康を願う行事です。 
新しい年になり、学年末や卒業シーズンに向かって
新しい日々が続きます。 
毎日寒いですが、バランスよく食べて風邪に負けな
い丈夫な体を作りましょう。 

現在の「七草粥」は、一般的には新暦の

1月 7日に行われますが、元々旧暦の正

月は今の 2月頃で、そのころになると厳

しい寒さの中にも春の陽射しも感じ始

め、野草も芽吹き始める頃だったのでし

ょう。現在の「七草粥」は、おせち料理

で疲れた胃をいたわる意味を持たせた

りもしているようです。 

給食で 

は
こ
べ
ら 


